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謹
賀
新
年

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を並べてできる「あいこうか」から名付けています。市民憲章とともに皆さんに親しまれる広報誌をめざします。

水口庁舎玄関前の甲賀市市民憲章碑
（関連記事は15ページ）
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人　自然　輝きつづける　あい甲賀　  甲賀市
Public Information Magazine



　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
心
健
や
か
に
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
議
長
の
要
職
を
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
て
、
早
く
も
２
回

目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
就
任
以
来
、
市
政

の
進
展
と
円
滑
な
議
会
運
営
に
微
力
を
さ
さ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご
厚
情
に

対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
の
将
来
を
位
置
づ
け
る
最
も
重
要
な
甲
賀
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
策
定
と
と
も
に
、
三
位
一
体
の
改
革
や
交
付
税

の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
市
の
財
政
事
情
に

鑑
み
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、

行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
幸
せ
を
第
一
義
に
、
市

内
の
均
衡
あ
る
発
展
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
文
化
と
悠
久
の

歴
史
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
、
よ
り
こ
こ
ろ
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
と

す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

を
も
と
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
甲
賀
市
の
将
来
像
、
「
人　

自
然　

輝
き
つ
づ
け
る　

あ
い
甲
賀
」
の
実
現
に
向
け
、
執
行
部
と
も
ど

も
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
倍
旧
の
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
、
併

せ
て
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
よ

ろ
こ
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
格
別
の

ご
厚
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
市
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
る
「
甲
賀
市
総
合

計
画
・
基
本
構
想
」
の
初
年
度
と
し
て
諸
施
策
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
財
政
の
硬
直
化
を
避
け
る
べ
く
「
甲
賀
市
行
政
改
革

大
綱
」
と
整
合
さ
せ
な
が
ら
、
市
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
ざ
し

て
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
効
率
的
な
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

総
合
計
画
に
は
、
市
の
将
来
像
を
「
人　

自
然　

輝
き
つ
づ
け

る　

あ
い
甲
賀
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
第
二
名
神
高
速
道
路
の
完

成
を
間
近
に
控
え
た
甲
賀
市
は
、
滋
賀
県
南
部
を
先
駆
け
、
日
本

の
中
心
と
な
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

「
人
・
モ
ノ
・
情
報
」
が
行
き
交
う
ま
ち
と
し
て
、
賑
わ
い
や

華
や
か
さ
が
増
し
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
を
追
い
求
め
る
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
地
域
資
源
を
活
か
し
、

市
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
甲
賀
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信

を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
概
念
、

そ
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
や
人
権
が
尊
ば
れ
る
概
念
と
し

て
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
く
こ
と
が
、
総
合
計
画
に
込
め
ら
れ
た

精
神
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、「
協
働
と
共
生
」
の
輝
き
続
け
る
明
る
く
元
気
な
甲

賀
市
を
め
ざ
し
て
、
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ひ
と
と
せ
、
市
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
賀
市
議
会
議
長　

服
部　

治
男

甲
賀
市
長　
　

中
嶋　

武
嗣

のの
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人  自然  輝きつづける  あい甲賀 人  自然  輝きつづける  あい甲賀 

甲賀市の 
将来像 

『人 自然 輝きつづける  あい甲賀』へ 
～甲賀市総合計画・基本計画（素案）へのご意見を募集します～ 

みんなの想いを込めよう みんなの想いを込めよう 

　甲賀市として効果的かつ効率的な行政運営を
図ることを目的とした『甲賀市総合計画（平成19
年度～平成28年度』の計画策定にあたりこれま
で甲賀市総合計画策定審議会を中心に検討・協
議されてきた基本構想（素案）へのご意見を6月に
皆さんから募集しました。そして、皆さんの意
見を反映し甲賀市の将来像やまちづくりへの目標、
市民との協働などを盛り込んだ甲賀市総合計画
基本構想が９月議会で可決されました。 
　同審議会では引き続き基本構想をもとに構想
をより具現化するための基本計画の議論が重ね
られてきました。 

　そこで今回はまとまりました「基本計画（素案）」
の概要をお知らせするとともに、この「基本計
画（素案）」への市民の皆さんのご意見をお聞か
せください。 
　なお、詳細は市のホームページで公表してい
ます。また、企画政策課及び各支所地域振興課（水
口支所を除く）でもご覧いただけます。 
　お寄せいただいたご意見は、審議会で参考と
させていただき最終案を決定します。ご意見は、
検討の後に意見の概要とこれに対する回答を公
表します（個々のご意見に直接回答はしません
のでご了承ください。） 

施
策
の
体
系
 

1

左
の
施
策
体
系
に
基
づ
き
、総
合
的
な
施
策
を
効
率
的
・
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

    
生
活
の
安
心
感
を
、
み
ん
な
で
育
て
る
 

 ●
と
も
に
認
め
あ
う
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
人
権
尊
重
社
会
の
形
成
 

 
◎
同
和
問
題
の
解
決
 

 
◎
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
 

 
◎
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
 

 ●
み
ん
な
で
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
高
齢
者
福
祉
の
充
実
 

 
◎
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
 

 
◎
地
域
福
祉
の
充
実
 

 
◎
社
会
保
障
の
充
実
 

 ●
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
 

 
◎
子
育
て
支
援
の
充
実
 

 
◎
保
育
の
充
実
 

 
◎
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援
 

 ●
み
ん
な
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
 

 
◎
保
健
・
医
療
の
充
実
 

 
◎
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

 

自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
暮
ら
し
の

豊
か
さ
に
つ
な
ぐ
 

 ●
豊
か
な
自
然
を
守
り
親
し
む
、
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
自
然
環
境
の
保
全
と
共
生
 

 
◎
水
と
緑
の
環
境
整
備
 

 ●
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
風
土
を
守
り
育
て
る
ま

ち
づ
く
り
 

 
◎
ふ
る
さ
と
の
風
景
の
保
全
 

 
◎
美
し
い
風
土
景
観
の
創
造
 

 ●
今
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
資
源
循
環
型
の

ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
 

 
◎
廃
棄
物
処
理
対
策
の
充
実
 

  

安
全
で
快
適
な
生
活
の
基
盤
を
整
え
、

ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
 

 ●
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
道
路
網
の
整
備
 

 
◎
公
共
交
通
の
充
実
 

 ●
安
全
で
快
適
な
定
住
環
境
が
整
っ
た
ま
ち

づ
く
り
 

 
◎
住
宅
環
境
の
整
備
 

 
◎
防
災
対
策
の
充
実
 

 
◎
防
犯
・
安
全
対
策
の
充
実
 

 ●
情
報
を
暮
ら
し
の
豊
か
さ
に
つ
な
げ
る
ま

ち
づ
く
り
 

 
◎
電
子
自
治
体
の
構
築
 

 
◎
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
 

 ●
第
二
名
神
高
速
道
路
を
活
か
し
た
活
力
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
第
二
名
神
高
速
道
路
を
活
か
し
た
地
域
整
備
 

 
◎
拠
点
を
形
成
す
る
市
街
地
の
整
備
 

 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
元
気
な
産

業
を
伸
ば
す
 

 ●
大
地
の
恵
み
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
農
業
の
振
興
 

 
◎
林
業
の
振
興
 

 
◎
畜
産
業
の
振
興
 

 
◎
水
産
業
の
振
興
 

 
◎
鳥
獣
害
対
策
の
推
進
 

 ●
人
行
き
交
い
心
は
ず
む
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
観
光
資
源
の
活
用
 

 
◎
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
 

 
◎
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
 

 ●
元
気
な
産
業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
地
場
産
業
・
工
業
の
振
興
 

 
◎
企
業
立
地
の
促
進
 

 
◎
商
業
の
振
興
 

 
◎
就
労
支
援
と
労
働
環
境
の
向
上
 

  

た
く
ま
し
い
心
身
と
郷
土
へ
の
誇
り

を
も
つ
人
を
育
て
る
 

 ●
学
び
が
生
き
が
い
を
う
み
だ
す
ま
ち
づ
く

り
 

 
◎
生
涯
学
習
の
充
実
 

 
◎
人
権
学
習
の
推
進
 

 
◎
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
 

 ●
子
ど
も
や
若
も
の
が
い
き
い
き
と
育
つ
ま

ち
づ
く
り
 

 
◎
学
校
教
育
の
充
実
 

 
◎
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
の
充
実
 

 
◎
青
少
年
の
健
全
育
成
 

 ●
歴
史
と
文
化
を
守
り
創
る
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
文
化
財
の
保
存
と
活
用
 

 
◎
伝
統
文
化
の
継
承
と
啓
発
 

 
◎
文
化
・
芸
術
・
芸
能
の
振
興
 

　
 

  　
 市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
ま
ち

の
成
長
力
を
高
め
る
 

 ●
み
ん
な
で
支
え
あ
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
 

 
◎
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

 
◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

 ●
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行
財
政
運
営
 

 
◎
広
報
・
広
聴
体
制
の
充
実
 

 
◎
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
 

目標 
1

目標 
2

目標 
3

目標 
4

目標 
5

協働 
目標 

【
意
見
募
集
の
期
間
】
１
月
31
日（
水
）
ま
で
 

【
素
案
の
公
表
】
甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
企
画

政
策
課
及
び
各
支
所
（
水
口
支
所
は
除
く
）

地
域
振
興
課
窓
口
で
の
閲
覧
 

【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
す

る
方
／
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人
、
そ
の
他
団
体
／
本
市
に
対

し
て
納
税
義
務
が
あ
る
個
人
及
び
法
人
、
そ

の
他
団
体
 

【
応
募
方
法
】
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
直
接
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送
（
締
め
切

り
日
必
着
）
、
F
A
X
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
意
見
書
の
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
任
意
の
様
式

で
も
結
構
で
す
）
 

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】
 

　
〒
5
2
8
│
8
5
0
2
 

　
　
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6
0
5
3
番
地
 

　
　
　
甲
賀
市
役
所
　
企
画
部
　
企
画
政
策
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
6
5
│
0
6
7
0
 

　
　
　
　
　
　
　
F
A
X
 
6
3
│
4
5
5
4
 

　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
 

　
　
　
　
　koka211000@

city.koka.shiga.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

制
度
に
よ
り
素
案
へ
の
 

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
 

計 画 策 定 の 流 れ  

総 合 計 画  
基 本 構 想  
（素案） 

総 合 計 画  
基 本 構 想  
決　定 

総 合 計 画  
基 本 計 画  
決　定 

総合計画  
基本計画  
（素案）  

平成18年6月15
日～平成18年7
月14日までパブ
リックコメント
により意見募集 

平成19年1月1
日～平成19年1
月31日までパブ
リックコメント
により意見募集 

平成19年3月予定 

広報あいこうか 
2006年6月15日号に掲載 

広報あいこうか 
2006年10月15日号に掲載 広報あいこうか 

今月号に掲載 

平成18年8月17日 
市長へ答申 

 
平成18年9月26日 
議会で可決 

●
施
策
の
柱
 

◎
主
要
施
策
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人  自然  輝きつづける  あい甲賀 人  自然  輝きつづける  あい甲賀 

重点施策（リーディングプロジェクト）の推進 2 基本構想の将来像や理念の実現に向けて、特に「甲賀市全体の活性化につながる特徴的な主要施

策」を重点施策（リーディングプロジェクト）として位置づけ、重点的に取り組みます。 

【将来像】 

人　自然 
輝きつづける 
あい甲賀 

【　理　念　】 【重点的な取り組みの 
　　　　　　　　キーワード】 

自然のもたらす大地の 恵みが、 
市民の暮らしに強く結びつ いているまち 

地域を担う人が育ち、 広域的な 
交流や活力が生まれて いるまち 

互いの人権が尊重され、生 活の安心感や 
生きがいをみんなで高め ているまち 

『甲賀らしさ』 
『人のきずなと 
　　　　人づくり』 

『 自立性』  『 協 働 』  

を  強化する プロジェクト 

具体的な取り組みは？ 

 

◆自然が輝き自然とともに暮らすプロジェクト 

地域の豊かな自然環境を、守り、親しみ、美しい風
土づくりに活かすとともに、環境に配慮した取り組
みを推進することにより、自然が輝き、自然にふれ
親しみながら暮らしていける環境づくりを進めます。 
 
　　●自然環境の保全と共生 
　　●資源・エネルギーの有効活用 

◆歴史浪漫あふれる観光もてなしプロジェクト 

紫香楽宮・宿場町・中世城郭・甲賀流忍術など特色ある
歴史文化資源を、保存・継承するとともに、観光資源の
有効活用と連携により、広域的にも魅力ある歴史浪漫あ
ふれる観光地づくりを図ります。 
 
　　●観光資源の活用とネットワーク化 
　　●歴史と文化の活用 

◆世界に向けた甲賀ブランド育成プロジェクト 

陶業・薬業・茶等の特色ある地場産業や多彩な農林業資
源・物産・食材等を活用しながら、魅力ある商品の開発
とＰＲ、地産地消の推進により、地域産業の振興と世界
に向けた甲賀ブランドを育成します。 
 
　　●甲賀ブランドの確立 
　　●地場産業と農林業の振興 

 

◆人のきずなを育むプロジェクト 

人権尊重の総合的な取り組みとともに、高齢者・障がい
者等の支援、地域福祉活動の推進によって、すべての人
が安心して、笑顔で暮らせる、人のきずなを育むまちづ
くりを推進します。 
　　●人権尊重を基調とした施策の展開 
　　●高齢者・障がい者の支援と社会参加の促進 
　　●地域福祉活動の推進 

◆子どもがのびのびと育つプロジェクト 

子育て支援体制の充実とともに、特色ある学校づくりや
子どもの安全の確保など、青少年の健全育成を支える体
制の充実により、子どもがのびのびと育つ環境づくりと
年少人口の向上を図ります。 
 
　　●子育てしやすいまちづくり 
　　●青少年育成体制の充実 

◆生涯を通じた元気を育てるプロジェクト 

すべての人が、生涯を通じて健康づくりに取り組むとと
もに、生涯学習の社会づくりの推進により、学び合い、
高め合いながら、心身の元気を育みます。 
 
　　●生涯を通じた健康づくりの推進 
　　●生涯学習社会づくりの推進 
 

◆高速道路を活かした賑わい創造プロジェクト 

第二名神高速道路の3箇所のインターチェンジを有効活
用し、魅力ある拠点整備や新たな企業立地の促進によっ
て、まちの産業振興と財政基盤の強化を進めます。 
 
　　●第二名神高速道路を活かした活性化の推進 
　　●企業立地の促進 

◆交流を促進し、移動しやすい環境づくりプロジェクト 

公共交通の充実や高度情報化社会の構築により、すべて
の人が移動しやすく、誰もが等しく情報を得られる環境
づくりを進めるとともに、世代や地域を越えた活発な交
流促進により、まちの活力を高めます。 
 
　　●公共交通の充実 
　　●高度情報化社会の構築 

◆安全で快適なまちづくりプロジェクト 

安全な地域づくり、保全と開発の調和のとれた秩序ある
土地利用の推進、都市基盤の整備など、住みたい、住み
続けたいと思える、魅力あふれるまちづくりを進めます。 
 
　　●安全な地域づくりの推進 
　　●都市計画区域の再編 

◆市民による自主性と創意工夫のまちづくりプロジェクト 

みんなでよりよい地域やまちづくりを一層推進していく
ため、地域の自治活動やコミュニティ活動の活発化を図
るとともに、協働の仕組みづくりや体制の充実により、
市民による創意工夫を活かした自主的活動を促進します。 
 
　　●協働の仕組みづくりと支援の充実 
　　●みんなで支え合う地域活動の推進 

◆行政改革推進プロジェクト 

広報・広聴体制の充実による開かれた環境のもと、効率
的な行政経営と財務体質の改善により、行政サービスの
質の向上を図ります。 
 
　　●効率的な行政経営と財務体質の改善 
　　●質の高い行政サービスの提供 
　　●広報・広聴体制の充実 

『甲賀らしさ』 
を強化する取り組み 

『人のきずなと人づくり』 
を強化する取り組み 

『自 立 性』 
を強化する取り組み 

『 協   働 』 
を強化する取り組み 

6広報あいこうか2007.1.1広報あいこうか 2007.1.17



　
甲
賀
に
は
春
に
は
桜
、夏
は
ま
つ
り
な
ど
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て

き
た
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
所
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
ま
だ
ま

だ
私
た
ち
の
知
ら
な
い
素
敵
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
皆
さ
ん
が
見
つ

け
た
素
敵
な『
ま
ち
か
ど
』を
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、特
派

員
の
仕
事
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
甲

賀

で

見

つ

け

た 
時空を越えて 

上西定雄 

みんなでつくる！ 
素敵な「こうか」 

杉山祐子 

歴史のまちかど「油日駅」 
瀬古彰司 

素 
敵 

な 

まちかど 
特派員 

特集 
 

まちかど特派員 特集 

日
小
学
校
の
近
く
に
平
成
13

年
3
月
に
完
成
し
た
J
R
油

日
駅
は
忍
術
の
ま
ち
に
相
応
し
い
駅

舎
と
し
て
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

朝
は
通
勤
客
が
確
実
に
座
れ
る
駅
と

し
て
愛
さ
れ
、
昼
間
は
観
光
客
が
訪

れ
ま
す
。
 

　
特
に
春
は
桜
の
油
日
駅
と
し
て
賑

わ
い
、
油
日
神
社
経
由
で
櫟ら
く

野や

寺じ

の

観
音
さ
ん
の
参
拝
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
、
り
ん
ご
園
や
油
日
岳

の
登
山
客
が
こ
の
駅
を
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
駅
の
周
辺
に
は
知
ら

れ
ざ
る
名
所
と
し
て
室
町
時
代
の
中

世
城
郭
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

北
に
向
か
え
ば
櫟い
ち

野い
の

の
五ご

反た
ん

田だ

城
は

織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

に
仕
え
た
武
将
の
一
人
で

あ
る
滝た
き

川が
わ

一い
ち

益ま
す

の
居
城
が
あ
り
、
油

日
駅
の
正
面
の
和わ

田た

に
は
和わ

田だ

惟こ
れ

政ま
さ

の
居
城
の
殿
山
や
和わ

田だ

城
が
あ
り
ま

す
。
15
代
足
利
将
軍
に
な
っ
た
義よ
し

昭あ
き

が
奈
良
か
ら
逃
れ
て
隠
れ
た
公く

方ぼ
う

屋や

敷し
き

蹟あ
と

や
、
さ
ら
に
西
に
向
か
え
ば
毛も

枚び
ら

に
は
瀬
田
の
唐
橋
を
造
っ
た
武
将

山や
ま

岡お
か

景か
げ

隆た
か

の
山
岡
城
、
田た

堵ど

野の

に
は

忍
術
の
巻
物
「
萬ば
ん

川せ
ん

集
し
ゅ
う海か
い」
を
伝
え

る
大
原
氏
の
城
館
な
ど
が
あ
り
、
近

く
の
油
日
山
崎
に
は
上
野
氏
の
築
い

た
広
大
な
中
世
山
城
が
存
在
し
ま
す
。
 

　
織
田
信
長
に
関
係
し
た
武
将
が
、

さ
ら
に
甲
賀
武
士
が
忍
び
の
術
を
駆

使
し
て
活
躍
し
た
地
域
、
こ
の
駅
は

強
者
共
の
夢
の
あ
と
を
訪
れ
る
素
敵

な
歴
史
の
ま
ち
か
ど
で
す
。
 

　
ま
ち
か
ど
特
派
員
に
な
り
、
身
近

な
素
材
に
人
と
の
ふ
れ
あ
い
と
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
姿
を
紹
介
で
き
、
取

材
を
通
し
て
自
分
を
見
直
す
勉
強
に

な
る
素
晴
ら
し
い
2
年
間
で
し
た
。
 

その1

甲 
今 

キラッと光る 
“甲賀”を発見したい 

富田聡美 

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
実
は
ま
だ

訪
れ
た
こ
と
が
な
い
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
旧
東
海
道
土
山
宿
の
古

い
町
並
み
が
残
る
街
道
。
そ
こ
に
は
、
軒
を
連

ね
た
家
並
み
や
格
子
戸
、
何
処
か
ら
と
も
な
く

漂
う
お
茶
の
香
り
…
、
歩
く
だ
け
で
往
時
の
旅

人
の
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。
東
海
道
伝
馬
館
や

旅
行
く
人
の
疲
れ
を
癒
す
御
茶
所
、
昔
の
面
影

を
残
す
民
芸
店
な
ど
趣
あ
る
た
た
ず
ま
い
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
 

　
„
ま
ち
か
ど
特
派
員
“
と
し
て
早
や
2
年
、

素
敵
な
ひ
と
・
も
の
・
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
の

„
甲
賀
“
を
日
々
感
じ
つ
つ
、
な
か
な
か
寄
稿

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
と
の

出
会
い
の
中
で
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
一
期
一
会
を

大
切
に
、
キ
ラ
ッ
と
光
る
„
甲
賀
“
を
発
見
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

広 

新 
油 

南
町
忍
の
里
竜
法
師
の
一
画

に
は
、
江
戸
期
の
古
い
酒
蔵

や
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
煙
突
が
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

今
で
も
蔵
内
で
醤
油
を
作
っ
て
お
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
両
側
に
焼
板

ベ
イ
の
古
い
建
物
が
並
ぶ
路
地
を
歩

い
て
い
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、

昔
に
か
え
っ
た
気
持
ち
に
な
り
心
が

落
ち
着
く
場
所
が
あ
り
ま
す
。
近
く

に
は
、
甲
賀
流
忍
術
屋
敷
も
あ
り
皆

さ
ん
も
一
度
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

　
少
し
歩
き
疲
れ
れ
ば
、
近
く
に
は

創
業
以
来
3
0
0
余
年
の
伝
統
を
も

つ
橘
酒
造
の
醸
造
蔵
を
建
物
の
構
造

や
屋
根
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
喫
茶

「
烋
酒
館
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
き
き
酒
が
楽
し
め
店
内
に
は
古
い

酒
樽
で
作
っ
た
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
が

あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
コ
ー
ヒ
ー
を
味

わ
う
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
ち
か
ど
特
派
員
の
2
年
間
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
顔
写
真
入

り
で
自
分
の
書
い
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
読
ん
だ
方
か

ら
「
面
白
か
っ
た
」
と
か
「
た
め
に

な
っ
た
」
と
の
感
想
を
聞
く
と
記
事

の
内
容
の
重
要
さ
を
改
め
て
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
活
動
中
、
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る

に
あ
た
り
読
ん
だ
人
が
話
題
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
り
、
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
町
内
の
お
勧
め

し
た
い
場
所
の
再
発
見
な
ど
自
分
な

り
に
模
索
し
活
動
し
て
い
く
う
ち
に

視
野
が
広
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

話
す
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
、
自
分
に
と

っ
て
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
 

写真上：朝宮茶まつりでは山茶と茶壷の 
　　　　口切も披露されました 
写真下：将軍家に献上された信楽焼の 
　　　　「腰白茶壷」 

11月に甲賀市で開催 
第61回全国お茶まつりへ向けて 

朝宮茶も意欲満々 
 小谷　太 

年
を
迎
え
た
甲
賀
市
の
茶
ど
こ

ろ
土
山
・
朝
宮
で
は
11
月
に
開

催
予
定
の
第
61
回
全
国
お
茶
ま
つ
り
滋

賀
大
会
に
向
け
て
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
会
は
全
国
数
十
か
所
の

関
係
者
が
一
産
地
に
会
し
て
様
々
な
角

度
か
ら
「
お
茶
と
そ
の
文
化
」
を
考
え
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

　
日
本
茶
の
品
評
会
を
メ
イ
ン
に
茶
業

機
械
の
展
示
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
中
で
昨
年
11
月
23
日
に
は

朝
宮
茶
ま
つ
り
が
行
わ
れ
「
朝
宮
茶
宣

言
」
を
採
択
し
朝
宮
茶
の
原
点
で
あ
る

山
茶
と
茶
壷
を
初
披
露
す
る
な
ど
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
示
し
ま
し
た
。
 

　「
朝
宮
茶
宣
言
」
で
は
朝
宮
茶
を
、
①

信
楽
高
原
の
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
作

り
出
さ
れ
た
天
然
由
来
の
加
工
農
産
物
、

②
着
色
・
着
味
・
発
色
な
ど
の
添
加
物

を
過
去
に
も
使
用
し
た
こ
と
が
な
く
、

今
後
も
使
用
し
な
い
、
③
山
・
川
・
里

を
大
切
に
し
て
豊
か
な
香
味
を
さ
ら
に

伸
ば
す
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
「
山
茶
」
の
披
露
は
、
朝
宮
の
林

間
に
自
然
生
育
し
た
茶
葉
を
半
年
間
、
茶

壷
に
保
存
し
て
会
場
で
口
切
、
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。
童
歌
「
お

茶
壷
道
中
」
に
も
あ
る
よ
う
に
徳
川
時
代
、

将
軍
家
愛
飲
の
茶
は
信
楽
焼
の
茶
壷
に
密

封
さ
れ
遠
く
江
戸
ま
で
運
ば
れ
、
茶
文
化

は
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
 

　
日
本
茶
は
多
く
の
嗜
好
飲
料
の
中
で
最

も
消
費
量
の
多
い
飲
物
で
す
が
、
茶
を
い

た
だ
く
シ
ー
ン
の
多
様
化
か
ら
や
や
放
縦

に
流
れ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

宣
言
と
山
茶
披
露
は
、茶
葉
の
原
点
と
文
化

的
伝
統
を
深
く
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

　
な
お
、
日
本
茶
葉
発
祥
の
地
と
さ
れ
る

朝
宮
「
仙
禅
寺
」
で
は
恒
例
の
本
尊
・
十

一
面
観
音
に
祈
り
を
捧
げ
る
感
謝
祭
、
元

火
拝
受
の
お
こ
な
い
も
茶
農
家
が
集
ま
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
2
年
間
、
ま
ち
か
ど
特
派
員
活
動
を
楽

し
み
ま
し
た
。
次
年
度
の
ま
ち
か
ど
特
派

員
さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

回
お
会
い
し
た
の
は
、
水
口
町
三
大
寺
の
木
田
た
つ
ゑ

さ
ん
。
自
分
の
家
の
敷
地
で
は
な
い
道
端
の
草
む
し
り

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
私
は
偶
然
通
り
か
か
り

ま
し
た
。
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
声
を
か
け
、
し

ば
し
立
ち
話
。
ご
主
人
と
話
し
合
っ
て
2
年
ほ
ど
前
か
ら
道
端

の
掃
除
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。
「
声
を
か
け
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
」
と
い
う
木
田
さ
ん
の
言
葉
に
、
話
し
か

け
た
私
も
ほ
ん
わ
か
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
土
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
が
い
て
、
街
は
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
国
籍
等
い
ろ
ん
な
立
場
の
違
う
人
が
関

わ
り
あ
っ
て
、
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
こ
ん
な
さ
さ
や
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
が
『
素
敵
な
ま
ち
か

ど
』
を
作
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
、
と
私
は
思
い
ま
す
。
 

　
道
で
す
れ
違
う
見
知
ら
ぬ
人
に
あ
い
さ
つ
し
た
ら
、
笑
顔
で

返
事
が
返
っ
て
く
る
。
便
利
に
な
っ
て
も
人
口
が
増
え
て
も
変

わ
ら
ぬ
あ
っ
た
か
さ
。
そ
ん
な
甲
賀
が
私
は
大
好
き
で
す
。
特

派
員
を
通
じ
て
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

昔の面影が残るレンガ造りの煙突 

「
少
し
で
も
気
持
ち
い
い
街
に
」
と
、木
田
さ
ん
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募
集
 !!

まちかど 
特派員 

特集 
 

その2

あ
な
た
に
も
 

特
派
員
で
き
ま
す
 

　
ま
ち
か
ど
特
派
員
は
、
現
在
市
内
で
5

名
の
方
々
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

で
の
出
来
事
や
、
自
分
で
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
自
ら
が
記
事
に
さ
れ
た
も
の
を
「
広

報
あ
い
こ
う
か
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
特
派
員
の
記
事
作
成
か
ら
完
成

す
る
ま
で
の
現
場
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な

広
報
誌
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
生
活
に
密
着
し
た
記
事
を
紹
介
で

き
れ
ば
と
の
思
い
で
平
成
16
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

このようにして記事が作られています 

Q1　仕事をしながらでもできますか？ 
A：広報担当者もできる限りのお手伝いをさせ

ていただきますので自分の空いた時間の範
囲内で活動していただければ結構です。  

Q2　パソコンができなくても良いの
ですか？ 

A：記事を書いていただく際には原稿用紙をお
渡ししますので、パソコンが無くても大丈
夫です。 

 
Q3　取材やインタビューなんてしたことがな

いのでちょっと難しい気がしますが‥‥。 
A：カメラで写真を撮影し、自分でわからない

ことを聞いたり、参加されている方から感
想を聞いたりするだけですので、難しく考
えていただく必要はありません。  

Q4　小さい子どもがいますが大丈夫ですか？ 
A：取材先には子どもを一緒に連れて行って楽

しむこともできるので大丈夫です。  

Q5　写真代やフィルム代はどうなりますか？ 
A：フィルムはお渡ししますし、写真の現像代

は市が負担します。 

まちかど特派員に 
なりたいのですが‥‥ 

Q
＆A

Q
＆A

市内に在住し満20歳以上の方で
広報公聴活動に関心のある方。 

平成19年4月1日から1年間。 

各支所区域ごとに1名以内（応募
者多数の場合はお住まいの地域
や年齢、男女構成を考慮し決定） 

応募の動機や現在の広報誌に対
する意見などを400字以内でま
とめ、住所、氏名、年齢、電話
番号を記載し、直接または郵送、
FAXで提出してください。 
※様式は問いません。 

1月31日（水） 

秘書広報課　広報公聴係 
1 65-0675　FAX63-4619

あなたも『こうかまちかど特派員』 募集 
来年度から名前を新しく『こうかまちかど特
派員』とし、以下のとおり募集します。あなた
も甲賀のまちの素敵な話題を広報誌で紹介
してみませんか。 

になりませんか？ 

応募資格 

任　　期 

募集人数 

応募方法 

募集締切 

お問い合せ 
申込み先 

特
派
員
制
度
と
は
？
 

●「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」コ
ー
ナ
ー
へ
の
寄
稿（
随
時
） 

●
特
派
員
ペ
ー
ジ
の
作
成（
年
2
回
程
度
） 

●
特
派
員
会
議
へ
の
出
席（
月
1
回
）　
　
な
ど
 

活
動
内
容
は
?

題材を見つける 

市内の行事予定
表や情報提供が
あったものの中
から取材先を決
めます。 

取材へ行く 
取材先ではカメラ撮
影やメモ帳を手にイ
ンタビューをします。 

記事にする 
取材した内容やインタビュー
を整理して記事にします。 

写真等の 
レイアウト 

文章を訂正したり、写真の配置場
所を決めたりとより見やすいよう
にしていきます。 

完成！   

印刷には1週間程 

かかります 

話の内容を整理して  

取材先へ連絡をして 

狸
と

森
と

土
と

水
 

た
ぬ
き
 

も
り
 

つ
ち
 

み
ず
 

　
一
昨
年
の
「
レ
ー
ル
＆
ウ
ォ
ー
ク
」

に
続
い
て
昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
18

年
版
レ
ー
ル
＆
ウ
ォ
ー
ク
「
狸
と
森

と
土
と
水
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 　
こ
れ
は
、
し
が
ら
き
の
郷
・
歴
史

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
・
し
が

ら
き
歴
史
街
道
を
た
ず
ね
る
会
・
信

楽
陶
器
研
究
会
が
主
催
、
県
南
部
振

興
局
と
信
楽
高
原
鐵
道
が
後
援
、
協

賛
し
た
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

前
回
は
「
紫
香
楽
の
宮
・
聖
武
天
皇

御
幸
の
古
道
」
を
歩
い
て
み
ま
し
た

が
、
今
回
は
信
楽
の
も
う
ひ
と
つ
魅

力
―
自
然
と
焼
物
の
山
里
を
訪
ね
ま

し
た
。
参
加
者
は
予
定
の
百
人
を
越

え
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
私
に
と
っ
て
、
信
楽
に
生
ま
れ
て

61
年
目
の
正
月
に
な
り
ま
す
。
今
年

は
私
の
よ
う
な
「
団
塊
の
世
代
」
が

大
量
に
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
に
な
り
、

戦
後
日
本
が
大
変
貌
す
る
初
年
度
と

な
る
よ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。
 

　
人
事
を
よ
そ
に
自
然
は
悠
久
で
あ

り
、
昔
も
今
も
、
人
は
自
然
を
愛
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
「
狸
と
森
と
土
と

水
」
の
人
気
ぶ
り
は
そ
の
こ
と
を
示

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

玉
桂
寺
　
ウ
ォ
ー
ク
の
ス
タ
ー
ト
地

点
・
玉

ぎ
ょ
っ

桂け
い

寺じ

は
千
二
百
年
前
、
淳

仁
天
皇
の
離
宮
と
し
て
開
か
れ
た
名

刹
で
す
。
全
国
か
ら
神
経
痛
、
呆
け

封
じ
の
祈
祷
寺
と
し
て
も
信
者
を
集

め
て
い
ま
す
。
 

里
山
・
親
水
の
道
　
吊
り
橋
に
続
く

遊
歩
道
は
、
村
人
が
荒
神
さ
ま
に
奉

る
馬あ

酔せ

木び

を
少
し
だ
け
戴
く
里
山
の

林
道
を
滋
賀
県
が
整
備
し
た
も
の
で

す
。
一
行
は
緩
や
か
な
山
路
を
元
気

に
歩
き
通
し
て
、
清
流
沿
い
の
谷
川

親
水
公
園
に
到
着
し
、
長
野
区
区
長
・

石
田
昌
一
氏
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

シ
イ
タ
ケ
園
　
そ
の
後
、
信
楽
駅
近

く
の
シ
イ
タ
ケ
園
で
採
取
し
た
椎
茸

と
、
こ
れ
も
信
楽
名
物
・
カ
シ
ワ
と

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
存
分
に
堪
能
し

信
楽
町
多
羅
尾
の
漬
物
や
朝
宮
茶
も

味
を
添
え
ま
し
た
。
 

古
窯
と
火
伏
の
神
　
昼
食
後
は
江
戸

時
代
の
登
窯
跡
を
見
学
、
愛
宕
さ
ん

登
山
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
愛
宕
山

は
窯
に
生
き
る
信
楽
を
守
護
す
る
火

伏
の
神
・
愛
宕
さ
ま
を
祀ま

つ

る
小
山
で

す
。
土
笛
オ
カ
リ
ナ
の
素
朴
な
音
色

も
流
れ
て
爽
や
か
さ
も
一
層
で
し
た
。
 

　
信
楽
は
奈
良
時
代
、
聖
武
天
皇
が

仏
都
造
営
を
試
み
た
古
都
で
も
あ
り
、

陶
芸
発
祥
の
陶
都
で
も
あ
り
ま
す
。

水
と
土
と
森
と
狸
の
信
楽
を
実
感
さ

せ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
 

 

原稿執筆者 

まちか
ど 

特派
員 

のペー
ジ 

18年版 
レール＆ウォーク 

こ   たに　      りゅう  た 

「感染性胃腸炎」を起こす「ノロウイルス」は、冬に多く発生します。 
主な症状や感染予防のポイントをご紹介します。皆さんも感染には十分注意しましょう。 

潜伏期間／24時間～48時間 

症状／吐き気、おう吐、腹痛、下痢、発熱などで、発病

当日の症状が激しいのが特徴で、通常発病後3日くらいで

回復します。 

感染の仕方／主にはカキ（二枚貝）の生食によりますが、

感染したヒトの便や吐物中に排泄されたウイルスが、周

囲に飛び散ったり、介助者の手につきトイレのドアノブ、

水道の取っ手、衣類等に付着し手を介して感染します。 

 

  予防のポイント 

１．カキなど85℃で1分以上加熱する。湯通し程度では

ウイルスは死にません。 

２．生鮮食品（野菜、果物など）は流水で十分に洗浄し

ましょう。 

３．手をしっかり洗いましょう。 

４．トイレ、洗面所等をキレイに清掃しましょう。 

　　特に発症しているヒトが使用した後は、取っ手やド

アノブ等を塩素系洗剤などで拭き取りましょう。 

５．おう吐したときは、すぐに後片付けをして清掃をし

ましょう。 

　　使い捨て手袋・マスクを使用して、使い捨ての布や

新聞紙等で拭き取り面を織り込みながら静かに拭き取

りましょう。拭き取った布等は包んで袋に入れ、口を

しっかり縛ってから捨ててください。 

　　場所の消毒は塩素系洗剤などを布に浸して絞り、拭

き取りましょう。 

※保健所では、感染予防などについて、随時相談
を行っています。気になることや心配なことは、
保健所までご相談ください。 

問い合わせ　甲賀保健所 

健康衛生課健康づくり担当 

1 63-6147　FAX 63-6142

募
集
 !!

募
集
 !!

高原鐵道・玉桂寺前駅から続
く山間の遊歩道。参加者は
100人を超えました。 
 

山国信楽・秋の味覚・生の
シイタケを採取しました。
みずみずしいバーベキュー
は実に美味い味です。 

信楽は窯の街。火伏せの神
宿る愛宕山には土笛オカリ
ナの響きがお似合いです。 
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1月16日（火）・1月17日（水）
1月18日（木）・1月19日（金）

　9：30～11：30

13：15～16：00

あいこうか市民ホール
練習室③

農業所得
収支内訳書
作成相談

平成��年分

　平成18年分農業所得（平成

19年2月～3月申告分）から「農

業所得標準」が廃止され「収

支計算」に移行されました。平

成17年分農業所得までは標準

計算で申告されていて、平成

18年分農業所得収支内訳書

を作成するにあたり相談が必

要な農家の方を対象に、農業

所得収支内訳書作成相談を開

催します。（個別指導）

�ご持参いただくもの：
・農業所得用収支内訳書用紙
（お持ちの方）

・収入支出のわかる書類（帳
簿、通帳、領収書、農協の
伝票など）

・電卓、筆記用具

�農業所得収支内訳書作成に
ついてのみの相談です。青色
申告の方は対象外です。

午前

場所

午後

問い合わせ  税務課 市民税係
�65－0679　FAX63－4574

●日 

午前

場所

午後

●日 

午前

場所

午後

●日 

午前

場所

午後

●日 

午前

場所

午後

●日 

午前

場所

午後

●日 

平成19年から

国からの税源移譲により
所得税・住民税の税率が
変わります。

より身近なところへ皆さんの税金を

定率減税が廃止されます。

住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、
経過措置がとられています。

　福祉や教育、道路など住民に身近な

行政サービスのほとんどは県や市が行

っているにもかかわらず、県や市の財

源は、国が集めた国税を財源とする国

からの補助金などに頼っています。

　しかし国の補助金には、全国一律・

画一的な基準が設けられており、地域

の実情や住民の意向に応えることが難

しい場合があります。

そのため、できるだけ住民に近く、地

域の実情がわかっている地方が政策を

企画立案・決定し、実行できるようこ

れまでのしくみを変えていくことが検

討されています。

　その一つが税源移譲であり、所得税

（国税）と住民税（地方税）の税率を

変えることで、国の税収が減り、地方

の税収が増えることになります。およ

そ3兆円の税源が、国から地方へ移譲

されます。

　この税源移譲によって、地方は必要

な財源を直接確保できるようになり、

皆さんの納めていただいた税金を、よ

り身近なところで使わせていただくこ

とができます。

●給与所得者の場合
　給与から所得税を天引きされている

方のほとんどは、平成19年1月以降の

給与から所得税が減り、その分平成

19年6月から住民税が増えます。

●年金受給者の場合
　年金から所得税を天引きされている

方のほとんどは、平成19年2月に受け

取る年金から所得税が減り、その分平

成19年6月から住民税が増えます。

●事業所得者の場合
　ほとんどの方は、今回の住民税が増

えた分が平成20年3月の確定申告時（予

定納税の場合は平成19年7月、11月

および平成20年3月の確定申告時）に

所得税が減ります。

税源の移し替えなので「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。

※この他、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があります。

●所得税は1年間の所得に対してその年に課税されるのに対し、住民税は前年の所得に対して課税されます。そのため、平
成19年度の住民税は平成18年分の所得を基準にしています。

　平成11年度から、景気対策のために

暫定的な税負担の軽減措置として導入

されていた定率減税が、国の税制改正

により廃止されます。

　平成17年1月1日現在、65歳以上

の方（昭和15年1月2日以前に生まれ

た方）で、前年の合計所得金額が125

万円以下の方は、平成17年度まで住

民税は非課税でしたが、国の税制改正

により平成18年度（平成18年6月分

から）の住民税から、この老年者非課

税措置は廃止されました。

　ただし、急激な税負担を緩和するた

め経過措置がとられています。

※各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、この他に均等割（年額4，800円
【琵琶湖森林づくり県民税（年額800円）】を含みます。）が課税されます。

問い合わせ　税務課市民税係　�65－0679　FAX63－4574

国の所得税

県・市の住民税

平成19年1月分から適用

平成19年6月分から適用

4段階の税率を、6段階に細分化

3段階の税率から、一律10％に

（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）

（県民税4％、市民税6％）

�

�

�

�

�

1月22日（月）

　9：30～11：30

13：15～16：00

水口社会福祉センター

福祉ホール

所得税 住民税 所得税 住民税

4段階 6段階

10％ 3％
3％

5％
10％

13％

8％
10％

2％

20％

30％

37
％

5％ 4％（県民税）

6％（市民税）

10％比例税率

10％
20％

23
％

33
％

40
％

移譲前 移譲後

＝

平成18年

平成17年 平成18年度以降

モデルケース 夫婦+子ども2人・給与収入700万円（年額）

モデルケース 70歳独身・年金収入200万円（年額）

※子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※年金収入200万円の方は、年金係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。

所得税：平成18年1月分から
　　　　税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）
住民税：平成18年6月分から
　　　　税額の7.5％相当額を減額（2万円を限度）

合計所得金額
125万円以下の方

　非課税

所得税：平成19年1月分から廃止

住民税：平成19年6月分から廃止

平成19年以降

住  民  税 196,000円

・定率減税 △14,700円

所  得  税 263,000円

・定率減税 △26,300円
───────────
合計 418,000円

住  民  税 293,500円

所  得  税 165,500円

───────────
合　計 459,000円

平成18年

住  民  税 非課税

所  得  税 34,800円

・定率減税 △6,960円
──────────
　合計 27,840円
（税額　　27,800円）

住  民  税 19,900円 

・定率減税 △1,500円

・（住民税－定率減税）×－23＝△12,267円

所  得  税 34,800円

・定率減税 △3,480円
─────────────────
　合計 37,453円
（税額　　　　　　　　 37,400円）

平成17年度

住  民  税 37,300円

・住民税×－13  △12,434円 

所  得  税 17,400円

───────────
　合計 42,266円
（税額　　　42,200円）

平成19年度平成18年度

平成19年

課　税

経過措置として
平成18年度は税額の3分の2を減額
平成19年度は税額の3分の1を減額
平成20年度以降は、全額負担

※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。

� �
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●秘書広報課 165-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。 
皆さんからの情報提供をお待ちしています。 

　11月24日（金）三重県鈴鹿市にお住まいの近
こん

藤
どう

初
はつ

雄
お

さん・芳
よし

子
こ

さんご夫妻により東海道五十三次の浮世

絵を描いた看板（水口宿・土山宿）を新しくしてい

ただきました。 

　この両看板は1999年に近藤夫妻に設置いただいた

もので今回のリニューアルにあわせ宮木教育長から

感謝状が手渡されました。 

　初雄さんは美術工芸家として活躍され、10年ほど

前から自分の腕が衰えないようにと東海道五十三次

の浮世絵を看板に描き、これまでに約30の宿場町に

ご夫婦で設置されてこられました。 

　新しくなった浮世絵看板は今後も東海道を歩く方々

の疲れを癒してくれることでしょう。 

　
11
月
26
日（
日
）水
口
商
工
祭
の
特
設

会
場
で
第
4
回
甲
賀
市
わ
ん
ぱ
く
相
撲
水

口
場
所
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
少
し
肌
寒
い
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

土
俵
の
上
で
は
元
気
な
児
童
た
ち
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
 

　
試
合
で
は
ま
わ
し
を
つ
か
ん
で
持
ち
上

げ
た
り
、
体
重
差
の
あ
る
児
童
の
足
を
絡

め
て
倒
し
た
り
、
ま
た
土
俵
際
で
残
っ
た

り
と
本
物
顔
負
け
の
試
合
の
連
続
に
、
来

場
者
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
 

　土山支所では毎月市民ギャラリーとして、押し絵、

盆栽、写真等の皆さんの作品を展示しています。 

　11月は、伝統工芸悠
ゆう

弘
こう

流
りゅう

押し絵クラブの作品を展示

しました。 

　悠弘流押し絵クラブは水口中央公民館を中心に押し

絵を通して友達づくり、仲間づくりをしておられます。

展示いただきました水口町在住の古
ふる

河
かわ

芳
よし

子
こ

さんから市

へ土山にちなんだ「東海道五十三次之内土山春之雨」

を寄贈いただきました。この作品は、東海道伝馬館に

展示させていただきます。 

　今後のご活躍を期待しています。 

●1月から右記のとおり展示が始まります。展示発表を励
みにされておられますので、ぜひ皆さんもこの機会にご
鑑賞ください。 

わんぱく相撲に 
　　会場から 
わんぱく相撲に 
　　会場から 
わんぱく相撲に 
　　会場から 

第4回 
わんぱく相撲 
水口場所 

東海道五十三次 水口宿・土山宿の 東海道五十三次 水口宿・土山宿の 

宮木教育長から感謝状を 
手渡される近藤夫妻 

市民 
ギヤラリー開催 

皆さん
の作品

を 

展示し
ます！

 

押し
絵 

盆 
栽 

写
真
 等
 

宮崎県台風13号被害義援金 

　　4件  9,862円  
　ご協力ありがとうございました。皆

さんからお寄せいただいた善意は、日

本赤十字社滋賀県支部を通じて現地の

救援活動に使用されます。 

期日■1月10日〔水〕～1月31日〔水〕 
　　　平日の8：30～17：15 
場所■土山支所　1階ロビー 
内容■谷

たに

口
ぐち

岩
いわ

雄
お

さんの浮世絵 
 

藍彩会浮世絵作品展 

　あいの土山で、はんなりと浮世絵づ
くしのお正月を過ごしてみませんか。 

問い合わせ 
土山支所　166-1101 
　　　　FAX66-1564

熱戦が繰り広げられたわんぱく相撲水口場所 

押し絵を寄贈いただいた古河さん 市民ギャラリーに展示された押し絵作品 

浮世絵看板が 
リニューアル 
浮世絵看板が 
リニューアル 
浮世絵看板が 
リニューアル 

義援金  

寄 附  
福祉事業のために 
ラブリー土山ミュージック会員 様 

　　　　30,000円 
ご厚意に感謝しますとともに大切に
使わせていただきます。 

　
11
月
20
日（
月
）、
水
口
庁
舎
玄
関
前
で

甲
賀
市
市
民
憲
章
碑
の
序
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　「
あ
い
こ
う
か
」
で
親
し
ま
れ
て
い
る
甲

賀
市
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
憲
章
碑
は
制
定
1
周
年
を
機
に
新
し
く

し
た
も
の
で
、
旧
町
民
憲
章
碑
に
信
楽
焼

の
陶
板
へ
文
字
を
焼
き
付
け
た
も
の
で
す
。
 

　
除
幕
式
に
は
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
出
席
し
、
除
幕
を
行
っ
た

後
、
中
嶋
市
長
か
ら
同
委
員
会
へ
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支
所
に

あ
っ
た
旧
町
民
憲
章
碑
も
同
様
に
新
し
く

な
る
予
定
で
す
。
 

　
市
民
憲
章
の
中
に
は
甲
賀
市
の
将
来
像

が
た
く
さ
ん
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
こ
の
憲
章
を
胸
に
よ
り
良
い
甲
賀
市

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

水口庁舎前での除幕式 

ステージ上でのバンド演奏 

中嶋市長から感謝
状を受ける検討委
員会のメンバー 

　
12
月
10
日（
日
）、
忍
の
里
プ
ラ
ラ

で
「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
6
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
が

外
国
や
日
本
文
化
に
ふ
れ
、
言
葉
を

交
わ
す
交
流
の
場
を
も
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
 

会
場
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
ハ
ン
ド
ベ

ル
や
バ
ン
ド
演
奏
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
マ
ー
シ
ャ
ル
市
・
利い
ち

川ょ
ん

市
・
ト
ラ

バ
ー
ス
シ
テ
ィ
市
へ
の
中
学
生
海
外

交
流
事
業
を
終
え
た
生
徒
か
ら
の
帰

国
報
告
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

ブ
ラ
ジ
ル
や
台
湾
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

な
ど
の
国
別
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
各

国
の
食
べ
物
の
販
売
や
、
日
本
文
化

を
体
験
す
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
お
茶
や
琴
・
着
物
の
着

付
け
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
同
時
に
「
第

4
回
世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く

2
0
0
6
〜
世
界
の
味
は
ど

ん
な
味
〜
」
と
し
て
市
内
の

小
学
生
が
フ
ェ
ス
タ
に
出
店

さ
れ
て
い
る
各
国
の
食
べ
物

を
そ
の
国
の
言
葉
を
使
い
買

い
に
行
く
体
験
講
座
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
市
内
に
お
ら
れ
る
た
く
さ

ん
の
外
国
籍
の
方
々
と
お
互

い
の
国
を
知
る
体
験
を
通
じ

て
今
後
も
よ
り
一
層
国
際
交

流
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

新しくなった浮世
絵看板（水口中部
コミュニティセン
ター前） 

あふれる愛に‥‥
『あいこうか』市民憲章碑 

〜
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
6
〜
 

琴の音色が響くジャパンブース 

除幕式 除幕式 
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臨時職員
（パート保育士）募集
資　格／保育士又は幼稚園教諭免許を

有する人
年　令／不問
雇用期間／ 4月1日～9月30日

（6か月の更新あり）
募集人員／ 140名程度
勤務先／市内保育園・子育て支援セン

ター・幼稚園
雇用賃金／ 900円・950円（勤務時間・

条件により異なります）
勤務条件／ 7：30～19：00の数時間
※勤務先ごとに募集人員・雇用賃金・
勤務条件が異なります。詳細は下記
にてご確認ください。
申込受付期間／ 1月4日（木）～1月31日（水）
面　接／ 2月上旬頃
※面接日時は受付時に指定

問・申…
保育園・子育て支援センター：児童福祉課

265-0706　563-4085
幼稚園：学校教育課

286-8020　586-8380
保育園・幼稚園とも甲賀公共職業安定所

262-0651　563-1825

　現在、水口スポーツの森などの予約は、使用日の 2か月前の同日に予約連絡をいただき、複数の予約が同日にあれば抽
選等で決定していますが、新しい施設等ができ多くの方がご利用を希望されるようになり予定を入れていただくのに一部
ご不便をおかけする場合がでています。そのため、平成 19年 4月分の利用予約から予約方法を下記のとおり変更します
ので皆さんのご理解ご協力をお願いします。

問…都市計画課　公園緑地係
265-0720　563-4601

 変更後の使用方法
１．利用される方に登録をお願いします。（連絡者や市内・

市外利用者の確認のため）
２．毎月第1日曜日に2か月後の利用予約の抽選を行います。
（2か月後の 1か月分）
（例）３月の第１日曜日に５月１日から３１日までの使
用分を抽選します。

３．抽選に参加できるのは※市内利用者とします。市外利用
者は、抽選日翌日から受付します。

４．抽選日の 5日前までに予約希望を所定の用紙に記入し、
水口スポーツの森管理事務所へ提出していただきます。

５．予約希望を出された方は、抽選会に参加していただき
ます。（必ずどなたかは参加してください。）

６．抽選会決定後、「有料公園施設利用申込書」に記入し提
出してください。（減免申請を提出される場合は、使用
日の 5日前までに提出してください。事後申請は認め
られません。）

７．抽選会翌日分からの受付は、市内市外関係なく先着順
受付とします。

※市内利用者とは、甲賀市内に在住・在勤または在学をし
ている方です。団体で使用する場合は、事務局が甲賀市
内にあるか、使用者の半数以上が甲賀市在住、在勤また
は在学していることとします。（登録時にわかるものを提
示してください。）

 対象施設
①水口スポーツの森の施設。
ただし、無料施設及びプール、ゴーカート、ボート以外
の施設とします。
②ひのきが丘公園の野球場及びテニスコート
③野洲川河川公園テニスコート

 予約変更される適用時期
平成19年 4月予約分から［抽選日平成19年 2月 4日 ( 日 )
午前 9時から予定］

平成１９年４月予約分から

予約方法を変更します
水口スポーツの森・ひのきが丘公園・野洲川河川公園

飲　酒　運　転　は　ダ　メ！！

サントピア
スキー・スノボツアー
参加者募集

ウィンタースポーツを満喫しよう ！

日　時／ 2月16日（金）夜～18日（日）
2泊3日（内、車中1泊）

場　所／栂池高原スキー場
費　用／ 26,000円程度
（夕食1回・朝食2回・リフト券1日半
を含む。参加者が少ないと少し値上が
りすることがあります。）
定　員／ 25名～30名（先着順）
申込締切／ 1月17日（水）
対　象／勤労青少年ホームの利用登録
ができる方（15～35歳。中・高校生を
除く。）
申込方法／勤労青少年ホームの窓口ま
でお越しくださるか、お電話ください。

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 1月4日（木）～18日（木）
（土・日・祝を除く9：00～17：00）
使用開始日：2月1日（木）
■甲賀駅南駐車場
4区画（うち軽自動車枠2区画）

※申込者多数の場合は抽選となります。

問…市民生活課　生活交通係
265-0686　563-4582

■油日駅前駐車場　6区画

問…油日駅
288-5879

（土・日・祝日を除く、9：00～21：
00。利用登録がまだの方は生年月日と
本人が確認できる運転免許証等をご持
参ください。）
※現地での交流会やホテル・バスの中
で楽しくしてくれるスタッフも募集
しています。楽しいことの好きな方、
ぜひご協力ください。
問・申…勤労青少年ホーム

263-2952　563-6788
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みなくち子どもの森
しぜん学習会「炭焼き」

　子どもの森で切った竹などを使っ
て、炭づくりを学びます。炭を使った
料理もしてみましょう。

日　時／ 1月28日（日）9：00～12：00
（雨天中止）

場　所／みなくち子どもの森自然館前
（解散も同じ）

対　象／小学校3年生～大人
定員30名（先着順）

参加費／ 200円（材料費）
持ち物／野外用の服装（防寒着・運動

靴）、帽子、軍手、タオル、お箸、
お椀。

申込方法／ 1月26日（金）までに、参加
者全員の住所・氏名・年齢・電話番号
を下記までご連絡ください
（FAX申込は返信をもって受付としま
すのでFAX番号を明記ください）。

問・申…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

男女共同参画フォーラムＩＮ甲南
共に楽しく生きる社会をめざして

日　時／ 1月20日（土）13：30～15：30
場　所／忍の里プララ大会議室
内　容／
講演：「新しい時代の風」

講師：若
わかすぎ

杉 貞
さだ こ

子さん（京都女子大学）
寸劇：「犬でも、猫でも、ネズミでもPartⅡ」
甲南町男女共同参画リポーター会議

問…甲南支所地域振興課
286-8010　586-8031

「忍の里プララ」
1月以降の催し

●2月4日（日）
18：30～開演（18：00開場）
円広志｢とんでとんで トーク＆ライブ」
楽しいトークと、「夢想花」の熱唱が…
●2月10日（土）17：00開演予定
第9回忍にん寄席（杉谷公民館）
●3月25日（日）
劇団かかし座の影絵劇「長ぐつをはい
たねこ」
不思議な影絵の世界へ･･･。

詳細は下記までお問い合わせください。

問…忍の里プララ
（甲南情報交流センター）
286-1046　586-8119
E‐mail:plala@city.koka.shiga.jp

天　体　観　望　会
1月13日（土）

「オリオン座から冬の星座をたどろう」

　澄んだ空に描き出される冬の星空は、
一年中でもっとも美しく見られます。
　その中でもオリオン座のリゲル、全
天一の明るさを誇るおおいぬ座のシリ
ウス、ふたご座のポルックス、おうし
座のアルデバランなどは赤や黄、青白
い光を持つ冬の代表的な星々です。
　冷たく凛と輝く冬の星座の数々を楽
しみましょう。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30～21：30
受　付／下記までお電話ください

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

日本スポーツマスターズ
2007  びわこ大会

大会日程／平成19年9月14日（金）
～9月20日（木）

　この大会は、スポーツ愛好者の中で
競技志向の高いシニア世代を対象とし
たスポーツの祭典であり、生きがいの
ある社会形成をめざし開催され県内の
各会場で様々な競技が行われます。
　甲賀市では以下の日程で開催されま
すので皆さんの応援をよろしくお願い
します。

【甲賀市での日程】
平成19年9月15日（土）・16日（日）

【甲賀市での会場】
甲賀市民スタジアム
甲賀中央運動公園野球場

【甲賀市での競技種目】
軟式野球

問…日本スポーツマスターズ2007
びわこ大会実行委員会事務局
2077-521-6213　
5077-521-6350

あなたを狙う 振り込め詐欺
　　　　　「あわてず　あせらず　落ち着いて」

「早寝・早起き・朝ごはん」
10,000人リレーフォーラム
　子どもたちの望ましい生活リズ
ムを地域全体ではぐくめる社会を
つくりましょう

日　時／ 1月13日（土）13：30～16：00
（12：50～受付）

会　場／あいこうか市民ホール
日　程／
13：30～14：00
「早寝・早起き・朝ごはん」県民運動
ポスターコンクール表彰式

14：00～14：30
　活動発表
・甲南中部小学校の取り組み発表
・「Let's　ダンス」の発表(創作ダンス)

14：30～16：00
講演
「早寝・早起き・朝ごはん」のすすめ
～時計遺伝子の秘密～
講師　星

ほ し の

野　恭
きょうこ

子氏
（埼玉医大総合医療センター　小児科
医師）

問…県教育委員会生涯学習課
2077-528-4654　
5077-528-4962

　　市教育委員会生涯学習課
286-8022　586-8380

子どもの森を歩こう
＆冬休みショートコース

　みなくち子どもの森では、以下の催
しを行います。
申込は不要ですのでお気軽にご参加く
ださい。

  子どもの森を歩こう

日　時／ 1月7日（日）
14：00～１時間程度
内　容／ 1月　～冬の樹木観察～
今回は落葉樹や常緑樹、落ち葉や冬
芽など樹木の観察です。
集合場所／みなくち子どもの森自然館
前（野外を歩く服装でお集まりくださ
い）。
対　象／子ども～大人　園路を約1時

間歩ける方（団体不可）

  冬休みショートコース
（自然をテーマにした工作等）

日時・内容／
1月6日（土）「水鳥のクラフト」
1月8日（祝）「鶴の折り紙」
いずれも14:00～。
※開始１５分前から館内で先着順
（定員３０名）受付。

材料費／ 200円と、自然館入館料（大
人200円・小中学生100円）
が必要です。

問・申…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466
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甲南中央運動公園
トレーニングハウス
初回使用者講習会

日　時／ 1月16日（火）19：00～21：00
27日（土）9：30～11：30

受講料／ 500円（事前申込必要です。）

一般開放日のお知らせ
　第3日曜日は無料で下記の施設を開
放しています。
日　時／ 1月21日（日）9：00～21：00
施　設／甲南B&G海洋センター 1F・

2F体育館

『ちょっとスポーツ』のおさそい

日　時／ 1月5日（金）、19日（金）　
10：00～11：30

参加料／ 100円／回
内　容／バドミントン、卓球、ウォー

キングなどの軽スポーツ
問…甲南B&G海洋センター

286-6971　586-6984

“いつでも”
毎月第1･3金曜日10：00～11：30
“どこでも”
甲南B&G海洋センター 1F体育館
“だれでも”
一人でも楽しめます

（スタッフと一緒に…）

１日社会保険相談所の開設
　1月の1日社会保険相談所の開設日
は次のとおりです。

日　時／ 1月10日（水）・24日（水）
（予約制になっていますので、事前に草津社

会保険事務所へ申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター
2階　中会議室

持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保険
証または受給者証・過去に勤務
した会社等の職歴メモ・認印

問…草津社会保険事務所
2077-567-1311　
2077-567-1383（予約専用）
市役所保険年金課
265-0688　563-4582
（市役所へは予約申込みできません）

労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
解雇、賃金、年金、保険など労働に関
するあらゆる相談をお受けします。

日　時／ 1月10日（水）14：00～16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話予約（先着4名）

予約なしにお越しいただいても結構で
すが、予約のある方を優先します。

問・申…商工観光課
265-0710　563-4087

創業と経営革新のための
「無料移動相談会」
　「創業」をめざす方、「経営革新」を進
める中小企業や、様々な課題をもつ中
小企業の方々を対象に、下記のとおり
相談会を開催します。

●1月10日（水）
会　場／市役所水口支所
●1月16日（火）
会　場／市役所土山支所

●1月23日（火）
会　場／市役所甲賀支所

●1月30日（火）
会　場／市役所甲南支所

時間はいずれも9：00～17：00

問…甲賀地域中小企業支援センター
265-6282　563-1052

お詫びと訂正

　12月1日号で以下の誤りがありまし
た。お詫びして訂正します。

甲賀市文化協会文芸欄
誤： 奥村　露子　　　誤： 野葉
正：藤井　美佐子　　正：野菜

甲賀市の文化財
誤：甲賀郡唯一　　正：甲賀市唯一

平成19年（2007年）
甲賀市成人式
「新成人の集い」会場の一部変更
　12月15日号でお知らせしました新
成人の集いの会場が一部変更になりま
した。なお、14時からの記念式典は予
定どおり「あいこうか市民ホール」で行
います。
　土山　森林文化ホール
　　　　　　⇒　開発センター
　甲賀　農村環境改善センター
　　　　　　⇒　かふか生涯学習館

問…生涯学習課　青少年対策室
286-8022　586-8380

再就職・就業を目指す
シニアの方の技能講習

①シティホテル・スタッフ技能講習

対象者／ 55歳以上68歳までの県内在
住で再就職希望者（年齢は開講日基準）
会　場／草津市・ホテルボストンプラ

ザ草津他
講習期間／ 2月13日（火）～23日（金） 
全9日間、時間はいずれも13：00～
17：00、最終日は、ハローワークと共
同で合同面接会を開催します。
定　員／ 25名（超過のときは、抽選）
申込締切／ 1月31日（必着）

②マンション管理補助員技能講習

対象者／ 55歳以上68歳までの県内在
住で再就職希望者（年齢は開講日基準）
会　場／大津市・連合会セミナー室
講習期間／ 2月15日（木）～3月1日（木）
全11日間、時間はいずれも13：00～
17：00、最終日は、ハローワークと共
同で合同面接会を開催します。
定　員／25名（超過のときは、抽選）
申込締切／ 1月31日（必着）

① ②とも
費　用／無料、教材は支給
申込方法／往復はがきに、講習名、住
所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月日）、
電話番号を記入して、各申込み締切日
（必着）までにお申込みください。

問・申…
（社）滋賀県シルバー人材センター連合会
　〒 520-0051　大津市梅林 1-3-10

2077-525-4128　
5077-527-9490

法　律　相　談
日　時／ 1月18日（木）13：00～16：00
場　所／信楽開発センター
※１月４日（木）８：３０から予約受付
日　時／ 1月25日（木）13：00～16：00
場　所／水口社会福祉センター
※１月１１日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です

相談日の２週間前から電話・来所によ
り先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士

※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085



この広報誌は古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

甲賀市ホームページ http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでもご覧いただけます！ 

甲賀市水口町水口6053番地 ０７４８-６２-１６２１ 水口支所 
甲賀市土山町北土山1715番地 ０７４８-６６-１１０１ 土山支所 
甲賀市甲賀町相模173番地1 ０７４８-８８-４１０１ 甲賀支所 
甲賀市甲南町野田810番地 ０７４８-８６-４１６１ 甲南支所 
甲賀市信楽町長野1203番地 ０７４８-８２-１１２１ 

０７４８-６３-４０８６ 

０７４８-６６-１５６４ 

０７４８-８８-３１０４ 

０７４８-８６-８０２９ 

０７４８-８２-３４１５ 

FAX

０７４８-６３-４５５４ FAX

FAX

FAX

FAX

FAX信楽支所 

編集・発行●甲賀市役所 
〒５２８-８５０２　甲賀市水口町水口6053番地 　　０７４８-６５-０６５０ 

広報あい こうか 2007.1.1発行 

2007年1月1日号【No.37】 

総　数 

男 

女 

（+11） 

（+14） 

（-3） 

世帯数 （+43） 

95,804

47,349

48,455

31,263

人 

人 

人 

世帯 

H18.11.30現在 

※（　）内は前月比 

シリーズ 28

2007
JANUARY

1

1
No.37

冬の 
イルミネーション 
あいこうか市民ホール・信楽支所周辺 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
今
月
号
の
『
広
報
あ
い
 

こ
う
か
』
か
ら
表
紙
の
写

真
を
全
面
に
使
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
広
報
誌

の
顔
と
し
て
で
き
る
限
り
写
真
を
大
き
く
す
る
こ
と

で
読
ん
で
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
何
か
を
語
り
か
け
て

く
れ
る
、
そ
ん
な
広
報
誌
で
あ
り
た
い
と
の
思
い
か

ら
で
す
。
 

　
前
例
に
は
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
良
い
部

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
変

化
を
加
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
 

　
今
後
も
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
よ
り
良
い
『
広

報
あ
い
こ
う
か
』
に
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　市内がイルミネーショ
ンで飾られました。普段
は何気なく見ている明か
りも寒い冬の季節はいっ
そうきれいに見えます。
ご家族で、友人どうしで、
イルミネーションをきっ
かけに市民の方々が集ま
りそれぞれの想いを語り
合える、そんな憩いの場
になるといいですね。 
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◎あいこうか市民ホール周辺 
　１月14日（日）まで 

◎信楽支所周辺 
　１月8日（祝・月）まで 
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